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〇平成21年に「米穀の新用途への利

用の促進に関する法律（平成21年

法律第25号）」が制定されたこと

等により、米粉の生産や需要が拡

大。

しかし、需要に基づかない生産拡

大により、米粉用米の在庫が積み

あがることに！

〇近年、パン・麺に加え、スイーツ

等が増え、令和４年は4.5万トンの
需要の見込み。

2１

〇 米粉は、古くは奈良時代からせんべいや和菓子に使用

されてきましたが、細かく粉にする製粉技術が進歩し、

米粉として流通し、パン等の製品が出てきました。

〇日本初の微細米粉専用工場（新潟県胎内市）の誕生

（平成10年(1998年)）

〇 ウクライナ情勢等に
より輸入穀物の価格が高
騰しており、小麦粉も同
じ状況

〇米粉と小麦粉の原料価格はほぼ同じ。
〇米粉の製粉コストは、一部企業では
小麦粉と同程度の価格となっている。

○その結果、米粉と小麦粉との価格差
は縮小しつつある。
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千トン

年度

生産量 需要量

米粉用米の生産量・需要量の推移

注） 農林水産省調べ（平成21年度及び令和４年度の生産量は計画数量。需要量は需要者からの聞き取り（４、５年度は見込み）。数値は需要量）

１. これまでの米粉のあゆみ

今がチャンス‼

米粉定着の好機!!



注１） 米粉原料価格は企業購入価格（平均値）であり、農家出荷価格とは異なる場合がある。
注２） 米粉価格は業務用（加工用）の価格。
注３） 二次加工品価格は、食パン及びうどん1㎏の価格（米粉は農林水産省調べ、小麦粉は小売物価統計調査）

・機械で二次加工するには、液状の生地では困難なため、

固体の生地が成形できる技術開発が必須。

・米粉二次加工に適した添加物の開発が必要。

・二次加工コストを下げるには、通常の製造ラインに乗せる工夫が必要。

製粉・加工コストの状況

関係者ヒアリング

農山漁村振興交付金のうち農山漁村活性化整備対策（補助率1/2）

● 最新の米粉製造機械、製パン設備を導入し、
生産製造連携事業計画に基づき利用を拡大
（平成30年度：新潟県）

● １台の機械で短時間に原料米をアルファ化
処理する機械（エクストルーダー）の導入
（平成31年度：新潟県）

加工コストの低減に資する施設・機械の整備

米粉二次加工品の加工コストの削減技術の例
(kg)

従来

米粉パンを製造する際に、米粉に
はグルテンが含まれないため、生
地が液状となる。このため、金型に
液状の生地を流しこんで焼成。

①液状の生地のため、小麦粉パン
の大規模製造ラインにのせるこ
とができない。

②金型から米粉パンを取り出す人
員など手作業が必要。

新技術

金型を使わずに形状を保てる生地
を開発（増粘剤、二糖類、乳化剤等
の添加物の添加やアルファ化米粉
の活用等により実現）。

①小麦粉パンの製造ラインにのせ
ることが可能（コストの削減）。

②金型から米粉パンを取り出す要
員の削減（労働力の確保）。

○ 水田活用の直接支払交付金による生産者支援や、農山漁村振興交付金による米粉製造事業者の製粉ライン改良等に対
する支援、大手企業の稼働率の向上により、一部企業は小麦粉並みの米粉価格を達成。

○ 一方、パンや麺等の二次加工品の価格については、小麦粉製品と異なり固体の生地が成型し難く、手作業の工程が増え
るなど加工コストが増嵩するため、小麦粉製品との価格差が課題となっているところ。

米粉パン 米粉麺

米粉 50円程度 70～340円程度 120～390円程度 1,300円～2,000円程度 1,100円～2,300円程度

小麦粉 60円程度 50円程度 110円程度 440円程度 460円程度

米粉100％製品価格

米粉・小麦粉価格原料価格 製粉コスト等

２. 米粉の製粉・加工コストの状況

２



米粉で作られたパンや麺はもっちりとしており、
日本人が大好きなもちもちの食感。

もっちりおいしい食感

小麦粉よりも油の吸収率が低く、天ぷらや唐揚げ
を米粉で揚げると、サクサク感が長く継続。

低吸油でさっぱりヘルシー

「米粉」は、グルテンフリーの食材なので、
小麦アレルギーのお子さんに

とっても役に立ちます。
日本では古くから米粉を使った米菓や

和菓子に使われていました。

米粉はグルテンフリー食材

米粉は、小麦粉と異なりダマにならないので
粉をふるう必要がなく調理が簡単。

また、出来上がった料理や加工食品は、

ほんのり甘い風味。

調理特性

国産米粉パンを1人が1ヶ月3個食べると、
自給率が1％アップ。

※パンの原料である小麦粉(輸入）を国産の米粉で代替するものとし、
パン1個に使用する米粉量を80gとして試算。

食料自給率アップ

３. 米粉の特徴

4

•油の吸収率

•米粉 21％ 小麦粉 38％

玄米粉には、食物繊維に加え
ビタミンB、ビタミンE、ナイアシンなどのビタミン類、

抗酸化物質であるフェルラ酸やフィチン酸、
血糖上昇を抑制するGABA等、機能性が豊富。

玄米粉の機能性

※鶏もも肉を揚げた時の衣の油吸収率
(出典)： 「Oil Uptake Properties of Fried Batters from Rice

Flour」
F.Shin and K.Daigle （J.Agric. Food Chem.47（1999））

３



４. 米粉の特徴を活かした調理例

米粉は小麦粉よりも油の
吸収率が低いので、時間
が経っても油っこさが出
ず、サクサククリスピーな
食感。油ぎれが良いため
、油の節約にも◎

米粉で調理するともっち
りとしており、日本人が
大好きなもちもち食感の
仕上がり。ふるわずに調
理できるので、手軽につ
くれて、時間が経ってもし
っとりとした仕上がりが続
きます。

米粉の特徴を活かして表
面はカリっと、中はもちっ
とした仕上がり。ダマに
ならず調理しやすい米粉
の使い勝手の良さも感じ
られます。

小麦粉と異なりグルテン
を含まないため、米粉を
とろみ付けに使うと、ダマ
になりにくく、いつもよりも
っと簡単につくれます。
粉臭さもなく、ほんのりと
米の甘みも感じられ、グ
ラタンやドリアなど、いろ
いろな料理に活用できま
す。

米粉唐揚げ
米粉の

シフォンケーキ
米粉のチヂミ

米粉の
ホワイトソース

●おうちで簡単！米粉レシピ一覧
https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/komeko/komekoitiran.html

●国内産米粉総合情報サイト<米粉レシピ>
https://www.komeko-life.com/rice ４
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米粉用米の生産状況

５出典：農研機構「2020 様々な用途に向くお米の品種シリーズ」

北陸の米粉用米の認定数量(令和４年産)

〇米粉用米生産(R４)は全国で８.４千ha(約4.5万㌧）
北陸で全国の約４割を生産！

・全国 一般品種 89％ 専用品種 11％
・北陸 一般品種 99％ 専用品種 1％

※専用品種とは、米粉使用のパンや麺などに適した品種（アミロース含有率が高いもの等）

５. 米粉用米の生産
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○ 北陸管内における認定数量は3,829㌧（平成21年産）から17,210㌧（令和4年産）と約4.5倍(449%)に生産拡大。

○ 県別では、新潟県：3,642㌧→12,764㌧（350%）、富山県：41㌧→1,371㌧(3343％）、石川県：65㌧→2,061㌧（3170%）

福井県：81㌧→1014㌧（1251%）である。

６. 北陸の米粉用米の認定数量の推移(平成21～令和４年産)
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Ⅲ 食料安全保障の強化のための重点対策

１ 食料安全保障構造転換対策（過度な輸入依存からの脱却に向けた構造的な課題への対応）

（２）輸入原材料の国産転換、海外依存の高い麦・大豆・飼料作物等の生産拡大等
これまでは、価格やロットなどで利用しやすい輸入原材料が多く使用されていたが、近年、世界的な

食料需要の増加に伴う国際的な調達競争の激化等により、平時でも思うような条件で調達できない

場合が出てきている。
一方で、国内には、例えばパンや麺類等の米粉・小麦製品や、豆腐等の大豆加工品など、国産の

活用・消費が見込まれるものがある。以上を踏まえ、持続可能な食料供給の仕組みを構築するため、
小麦・大豆等の国内生産の拡大や安定供給のための施設整備支援、水田の畑地化等を強力に推進
するとともに、米粉の普及に向けた設備投資等を支援する。また、食品製造事業者に対して、国産原
材料への切替えを促すための対策を講ずる。

・米粉の利用拡大支援対策

（目標） ・2030 年までに2021 年比で生産面積拡大
小麦＋9％、大豆＋16％、飼料作物＋32％、米粉用米＋188％ 等

３ 各項目の主要施策
② 輸入原材料の国産転換、海外依存の高い麦・大豆・飼料作物等の生産拡大等

７. 食料安全保障強化政策大綱（令和４年12月27日決定） （抜粋）

７



８. 食料・農業・農村基本計画（令和2年3月31日 閣議決定）（抜粋）

第２ 食料自給率の目標
１．食料自給率
（５）食料自給率の目標
①食料消費の見通し及び生産努力目標
（第１表）令和12年度における食料消費の見通し及び生産努力目標

第３ 食料、農業及び農村に関し総合的かつ計画的
に講ずべき施策

２．農業の持続的な発展に関する施策
（６）需要構造等の変化に対応した生産基盤の

強化と流通・加工構造の合理化
③米政策改革の着実な推進と水田における高収益

作物等への転換
エ 米粉用米・飼料用米

米粉用米については、ノングルテン米粉第三者
認証制度や米粉の用途別基準の活用、ピューレ等
の新たな米粉製品の開発・普及により国内需要が
高まっており、引き続き需要拡大を推進するととも
に、加工コストの低減や海外のグルテンフリー市場
に向けて輸出拡大を図っていく。また、実需者の求
める安定的な供給に応えるため、生産と実需の複
数年契約による長期安定的な取引の拡大等を推
進する。

飼料用米については、地域に応じた省力・多収
栽培技術の確立・普及を通じた生産コストの低減
を実現するとともに、バラ出荷等による流通コスト
の低減、耕畜連携の推進、飼料用米を給餌した畜
産物のブランド化に取り組む。また、近年の飼料用
米の作付けの動向を踏まえ、実需者である飼料業
界等が求める米需要に応えられるよう、生産拡大
を進めることとし、生産と実需の複数年契約による
長期安定的な取引の拡大等を推進する。

食料消費の
見通し

生産努力
目標

（万トン） 克服すべき課題

国内消費仕向量
（万トン）
１人・１年

当たり消費量
（kg/人・年）

平成30
年度

令和12
年度

平成30
年度

令和12
年度

米 845
(54)

797
(51)

821 806〇 事前契約・複数年契約などによる実需と結びつい
た生産・販売

〇 農地の集積・集約化による分散錯圃ほの解消・連
坦たん化の推進

〇 多収品種やスマート農業技術等による多収・省力
栽培技術の普及、資材費の低減等による生産コス
トの低減

米
米粉用米・
飼料用米を
除く

799
(54)

714
(50)

775 723〇 食の簡便化志向、健康志向等の消費者ニーズや
中食・外食等のニーズへの対応に加え、インバウ
ンドを含む新たな需要の取り込み

〇 コメ・コメ加工品の新たな海外需要の拡大、海外市
場の求める品質や数量等に対応できる産地の育
成

米粉用米 2.8
(0.2)

13
(0.9)

2.8 13〇 大規模製造ラインに適した技術やアルファ化米粉
等新たな加工法を用いた米粉製品の開発による加
工コストの低減

〇 国内産米粉や米粉加工品の特徴を活かした輸出
の拡大

飼料用米 43
(－)

70
(－)

43 70〇 飼料用米を活用した畜産物のブランド化と実需者・
消費者への認知度向上・理解醸成及び新たな販路
開拓

〇 バラ出荷やストックポイントの整備等による流通段
階でのバラ化経費の削減や輸送経路の効率化等、
流通コストの低減

〇 単収の大幅な増加による生産の効率化 ８



＜ 事 業 の 内 容 ＞ ＜ 事 業 イ メ ー ジ ＞

１．戦略作物助成
水田を活用して、麦、大豆、飼料作物、WCS用稲、加工用米、飼料

用米、米粉用米を生産する農業者を支援します。
２．産地交付金

「水田収益力強化ビジョン」に基づく、地域の特色を活かした魅力的な
産地づくりに向けた取組を支援します。

３．都道府県連携型助成
都道府県が転換作物を生産する農業者を独自に支援する場合に、

農業者ごとの前年度からの転換拡大面積に応じて、都道府県の支援単
価と同額（上限：0.5万円/10a）で国が追加的に支援します。

４．コメ新市場開拓等促進事業 （11,000百万円）
産地と実需者との連携の下、新市場開拓用米等の低コスト生産等

の取組を行う農業者を支援します。※８
※８ 予算の範囲内で、助成対象となる地域農業再生協議会を決定

５．畑地化促進助成 （2,215百万円）
水田を畑地化し、高収益作物やその他の畑作物の定着等を図る取

組等を支援します。 ① 畑地化支援（高収益作物 ：17.5万円/10a※４

畑作物（高収益作物以外）※５ ：14.0万円/10a※６ ）

② 定着促進支援

ア 高収益作物（２万円（３万円※７）/10a×５年間）（①とセット）

イ 畑作物（高収益作物以外）※５（２万円 /10a※６ ×５年間）

③ 産地づくり体制構築等支援

④ 子実用とうもろこし支援（１万円/10a）

【令和５年度予算概算決定額 305,000（305,000）百万円】

＜対策のポイント＞

食料自給率・自給力の向上に資する麦、大豆、米粉用米等の戦略作物の本作化とともに、地域の特色をいかした魅力的な産地づくり、産地と実需者
との連携に基づいた低コスト生産の取組、畑地化による高収益作物等の定着等を支援します。

＜政策目標＞
○ 麦・大豆等の作付面積を拡大（麦30.7万ha、大豆17万ha、飼料用米9.7万ha［令和12年度まで］） ○ 実需者との結びつきのもとで、需要に応じた生産を行う産地の育成・強化
○ 飼料用米、米粉用米の生産を拡大（飼料用米：70万t、米粉用米：13万t［令和12年度まで］）

［お問い合わせ先］農産局企画課（03-3597-0191）

戦略作物助成
対象作物 交付単価

麦、大豆、飼料作物 3.5万円/10a※1

WCS用稲 ８万円/10a

加工用米 ２万円/10a

飼料用米、米粉用米 収量に応じ、5.5万円~10.5万円/10a※２

産地交付金

※１：多年生牧草について、収穫のみを行う年は１
万円/10a

畑地化促進助成

※３：作付転換の実績や計画等に基づき配分

○ 当年産の以下の取組に応じて資金枠を追加配
分

＜交付対象水田＞

・ たん水設備（畦畔等）や用水路等を有しない農

地は交付対象外

・ 現場の課題を検証しつつ、５年間で一度も水張

り（水稲作付）が行われない農地は令和９年度

以降は交付対象水田としない

資金枠の範囲内

で

都道府県が

助成内容を設定
地域協議会ごとの

助成内容の設定も可能

国

都道府県

地域協議会

取組内容 配分単価

そば・なたね、新市場開拓用米、地力増進作物の作付け（基
幹作のみ） ２万円/10a

新市場開拓用米の複数年契約 １万円/10a

資金枠を配分※３

資金枠を配分

※４：令和５年度までの時限単価

※５：対象作物は、麦、大豆、飼料作物
（牧草等）、子実用とうもろこし、そ
ば等

※６：令和４年度補正予算における単価

営農計画書・交付申請書等の取りまと
め

交付

申請

＜事業の流れ＞

国 農業者 （１～３の事業、
４・５の事業の一部）

農業再生協議会等

交付

申請

国 （４・５の事業の一部）
農業再生
協議会等都道府県

申請

定額

※２：飼料用米の一般品種について、令和５年度に
ついては従来と同様。令和６年度から標準単
価を段階的に引き下げ、令和８年度において
標準単価6.5万円/10a（5.5～7.5万円/10a）
とする。

※７：加工・業務用野菜等の場合

（①とセット）

（令和４年度補正予算と併せて実施）

９. 水田活用の直接支払交付金等

９



令和５年産 令和６年産

・ 従来と同じ支援内容を措置
（専用品種・一般品種を対象に数量に応じて、5.5

～10.5万円/10a）

・ 今後、需要拡大が期待されるパン・麺用の専用
品種については、新規事業（コメ新市場開拓等促
進事業）により、９万円/10aの支援の活用も可能

・ 専用品種・一般品種への支援を継続

※耕畜連携の促進等の観点から、令和５年産より、出荷確認時の報告事項に、
稲わらの利用状況や品代等を追加し、検証を行う。

10. 令和５年産以降の米粉用米への支援について
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11. 米粉に適した米品種
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コメコ・令和４年３月に、講師として、WAGOME代表

小林順子氏、料理教室いづみ庵代表講師日置
いづみ氏の両氏をお招きして、米粉、米粉パン、
米粉料理に係るご講演をいただき、参加者の
皆さんと意見交換を行いました。

。

石川県立翠星高等学校

食品科学研究会

北陸の

米粉スイーツ工房探訪記

VOL.1

“ＳＤＧｓ酒米クレープ”

７月から販売を開始された「ＳＤＧｓ

酒米クレープ」を中心に、いろいろお聞きした

いと思いますが、まず、はじめに米粉の加工品

に取組むこととなったきっかけについてお聞か

せください。

（食品科学研究会顧問安川三和先生（以下「安川先生））

最初に、米粉に取り組むきっかけとなったのは、平成21年に白山

市と連携した「はくさん米粉プロジェクト」に参画したことで、現在

まで継続してこのプロジェクトに取組んでいます。

「クレープを作って、
有名人に食べさせてほしい」

これまでも様々な生産者、事業者の方々と連携して商品開発をされていますが、今回、販売を開始された

「SDGｓ酒米クレープ」についても、例えば酒米生産者さん、あるいは酒造業者さんから依頼があったのでしょうか？

（安川先生）

地元酒蔵から酒米の削り粉を使ってなにかできないかという商品開発依頼

があり、「酒米削りkekeekezu

「北陸の米粉スイーツ工房探訪記」第1回として取材を受けていただ

いた石川県立翠星高等学校食品科学研究会（以下「食品科学研究会」）は、地元の農産物を使用し

た加工品の開発、製造、販売に、実践的に取組むことで、地域の６次産業化を支援する活動をされ

ています。

米粉加工品についても、平成２１年から着手し、「はくさん米粉クッ

キー」をはじめとして、地元産米粉を使った米粉スイーツ等の開発・製造・販売に取組まれていま

す。

令和４年７月に、新たに酒米粉を使って開発した「SDGｓ酒米クレープ」

の販売を開始し、食料自給率向上の試みにも取組む食品科学研究会にお邪魔させていただきました。

米粉スイーツ金沢MAP

米粉スイーツ工房探訪記

「消費者の部屋」展示（11月）

コメコ のススメ

米粉の取り組みとして北陸農政局消費者の部屋にて
１１月から１か月間「コメコのススメ」を展示開催。

① 再注目 米粉の知識コーナーに、米粉のレシピ等や、
米粉とは何かのパネルを展示。

② 北陸の米粉スイーツ工房探訪記を北陸農政局が取材
し、パネルを展示。
また、米粉スイーツ金沢を展示。

③ コメコのススメ～コラボ企画としてエム・コック
サービス㈱と提携し米粉を使った料理定食メニュー
を供給（毎週水曜日）。
新聞（日本農業新聞）、TV等報道関係（石川テレビ、
FM石川）にも取り上げられ、好評を得ました。

コメココメコ
ススメ
の

～コラボ企画～

【お問合せ】北陸農政局生産部生産振興課 TEL：076－232－4302（直
通）

販売

期間

11／ 2 （水） 鶏唐揚げ

エム・コックサービス㈱
広坂合同庁舎１F 食堂にて

期間限定！

コメコのススメ×エム・コック
石川県産米粉100％を使った定食（￥480）メニュー

11／ 9 （水） 白身魚南蛮風

提
供
場
所

11／16（水） 油淋鶏

11／30（水） 天ぷら盛合せ

※ 11:30～13:30迄、無くなり次第終了

天ぷら盛合せ 油淋鶏

北陸米粉推進セミナー（３月）

コメコのススメ～コラボ企画

12. 北陸農政局の需要拡大 ①
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米粉サロンの様子

12. 北陸農政局の需要拡大 ②

北陸米粉サロン（12月）

米粉への関心の高まりが「小麦粉の代替」といった一時的なブーム
にならないよう、製粉業者が抱える製造・販売の課題やその解決方策
についての意見交換を行うほか、米粉の基礎知識や新たな用途につ
いての情報提供を行い、米粉の需要喚起の取組を促すことを目的に開
催。

１ 米粉用品種についての情報（栽培方法等）を知りたい。

２ 原料米の売り先が見つけられない、わからない。

３ 交付金のメニュー内容を提供してほしい。

１ 米粉と小麦粉商品の価格差を縮小してほしい。

２ 手軽に米粉を購入できるようにいろいろな店に置いてほし

い。

３ 消費者にもっと米粉をＰＲしてほしい（グルテンフリーと

の見分け方を含め）。

生産者の意見

実需者の意見

〇参加者約120名（生産者17名、消
費者21名、実需者21名、行政37名、
その他30名）

参加者からの声

13



○ 世界の食料需給等を巡るリスクが顕在化する中、国内で唯一自給可能な穀物である米を原料とした米粉
の活用は重要な課題です。米粉の利用拡大に向け、米粉の特徴を活かした商品の開発、需要の拡大に対応
するための製造能力の強化、米粉専用品種の生産拡大に向けた取組を集中的に支援します。

３．米粉製品製造能力強化事業

米粉の利用拡大支援対策事業
【令和４年度補正予算：140億円】

米粉製造機

製パン施設

１．米粉商品開発等支援対策事業

米粉を原料とする商品開発・製造等に必要な食品製造業者等の取組を支援（1/2補助）

・ 米粉の特徴を活かした商品の開発
・ 米粉・米粉製品の製造等に必要な機械の開発、導入
・ 米粉を原料とする商品の広告宣伝（食品流通業者も対象）
・ 新商品の上市後３ヵ月間の原材料（米粉）費（※大企業は1/3補助）

【補助上限２億円、下限100万円】

ケーキ パン 麺

しっとり食感 もちもち食感 つるつる食感

国産米粉の特徴を活かした新商品開発

［お問い合わせ先］農林水産省農産局穀物課 03-6744-2517

２．米・米粉消費拡大対策事業

国内で自給可能な米・米粉や米粉製品の利用拡大に向けた情報発信等

製粉業者、食品製造業者による米粉・米粉製品の製造、施設整備及び製造設備の増設
等を支援（1/2補助）

・ 米粉が主原料でグルテンフリーの場合には設備・機械に加えて建屋も支援対象
・ 米粉と小麦粉のブレンド製品の場合は製造設備・機械が支援対象（建屋は対象外）

【補助上限50億円、下限2,500万円】

４．米粉種子増産事業

米粉の利用拡大が期待されるパン・麺用の米粉専用品種の増産に向け、必要な種子生
産のための機械・施設の導入等を支援（1/2補助）

13. 米粉の利用拡大支援対策事業
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令和４年度補正予算 米粉の利用拡大支援対策事業の概要

米粉商品開発等支援
対策事業

事業名

支援対
象経費

①商品開発費（試作品の原材
料費、機械費、調査経費含
む）
②商品開発に伴う機械導入、
製造ラインの変更・増設費
③食品表示変更に伴う包材資
材の更新（デザイン作成、初
期費用、包材費は廃棄包装資
材相当数分に限る）
④商品の宣伝広告費
※商品の市販段階における原
材料費の支援対象は、食品の
製造に用いる米穀及び米粉の
増加分に限る。支援期間は
3ヶ月以内。

補助率：1/2等（ただし、商
品の市販段階における原材料
費の支援は、大企業の場合
1/3）

補助対
象者

補助上限
等

食品製造事業者、飲食事業
者、食品流通事業者等

米・米粉消費拡大
対策事業

①事業費（会場借料、設営
費、広告・宣伝費、情報発
信費、データ収集・処理・
分析費）
②旅費
③謝金
④人件費
⑤賃金
⑥委託費等

補助率：定額

民間団体等
（公募により選定）

米粉製品製造能力
強化事業

①上屋等（製造施設等を覆
うために必要な製造する
者）※出荷される製品の主
原料が米粉であって小麦グ
ルテンを含まない取組に限
る）
②機械・設備
③その他（上屋等の整備に
係る設計費、諸経費及び食
品衛生に係る基準を満たし
ていることを証明するため
に必要となるコンサルタン
ト費用、認証取得手数料
等）（補助金額の20%）

補助率：1/2

新用途米粉又はこれを原
料とする加工食品を製造

する者

米粉種子増産事業

①育苗施設（床土及び種も
み処理施設、播種プラント、
出芽施設等）
②乾燥調製施設（荷受施設、
乾燥施設、調製施設、出荷
施設、集俳じん施設、処理
加工施設等）
③穀類乾燥調製貯蔵施設
（荷受施設、一時貯留施設、
乾燥施設、調製施設、貯蔵
施設、均質化施設、出荷施
設、集俳じん設備、処理加
工施設等）
④種子種苗生産関連施設
（種子種苗生産供給施設、
種子種苗処理調整施設、種
子備蓄施設、種子生産高度
化施設等）

補助率：1/2

米粉種子生産者、農事組合法人、
特定農業団体、JA、農業者が組織
する団体、公社、民間事業者等

―
採択１件当たりの補助上限
は50億円 補助下限は2,500
万円

①、②、③⇒設定なし
④⇒計画処理量1トンにつき

1,113千円

採択１件当たりの補助上限は２
億円 補助下限は100万円

（商品の市販段階における原材料費の
１件当たりの補助上限・下限は上記と
は別に各々１億円・100万円)
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県内の食品製造者や飲食店を対象に、小
麦粉から米粉への切替や米粉を活用した
商品開発などに取り組んで頂くため開催。

〇 「米コメNEW」コンテストWEB投票の開催

県産米の消費拡大の一環として、富山県産
米粉の需要喚起を目的にコンテストを開催。
（11/15～12/15）

富山県

石川県
〇 県のホームページ内で米粉の魅力や米粉を使用した
レシピの紹介や、米粉パン、ケーキ、米粉などを
取り扱っているお店などを紹介中。

URL https://www.pref.ishikawa.lg.jp/nousan/
komeko/komeko-index.html

〇 米の消費拡大を図るため、生産者や食品加工業者など
でつくる「ふくい地域食品連携プロジェクト」を７月
に立ち上げ、商品化を進めている。

福井県

〇 米粉活用PR活動として、「ふくいの食育リーダー」
による米粉料理や菓子づくり教室を開催しているほか、
１１月開催の「ふくい農林水産まるごとフェスタ」で
「米粉を使った簡単スイーツづくり」を実施。

〇 米粉活用研修会の開催（8/31）

食料自給率向上のため、輸入に頼る小麦粉消費量の
10％以上を米粉に置き換える「にいがた発・R10
（アールテン）プロジェクト」（Rice Flour 10% 
project）を全国に向けて提唱中（平成20年～）

〇 東京都と連携協定を締結（7/22）

東京都と連携し、米粉の活用及び消費の
促進を図るとともに相互の農林水産物の
魅力の発信により販路の開拓等に繋げる
ことを目的に協定を締結。

〇「にいがた発・R10プロジェクト」推進中

新潟県

｢とやま米粉｣をＰＲ
するロゴマーク

14. 各県の米粉の取組
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(株)タカキベーカリー（広島県）

東北日本ハム(株)（山形県）

特定原材料7品目を使用しないアレルギー対応専用工場で、山形
県酒田産米粉100%を使用した「みんなの食卓」シリーズの米粉パンを
製造。角パン、食パン、まあるいパン、パンケーキ等をラインナップ。

敷島製パン(株)（愛知県）(株)タイナイ（新潟県胎内市）

(株)神戸屋（大阪府）

山田錦を使用した米粉食パンや米粉入り菓子パン等を販売。

国産米粉と国産小麦「ゆめちから」を配合し、独特のもっちり感を
だしたロールパンや食パンを販売。メインブランドの「超熟」シリーズ
にも国産米粉を使用。

15. 米粉の取組事例 ①

特定原材料を含む28品目不使用で、新潟県産米粉を100％使用し
たおこめパンを製造・販売。おこめパンをまるごと粉砕した米パン粉も
販売。

100％国産のお米を使用し、ライスミルクやもち麦を加えたブレッド
や、玄米を使用したロールパンを製造・販売。

(株)マイセン（福井県鯖江市）

小麦粉、乳、卵など特定原材料等28品目不使用の玄米パンや、玄
米うどんなどの麺類、玄米と脱脂大豆で作る大豆ミート等を販売

17



熊本製粉(株)（熊本県） (株)波里（栃木県）

小林生麺(株)（岐阜県） (株)大潟村あきたこまち生産者協会（秋田県）

グリコ栄養食品(株)（大阪府）

ノングルテン米粉認証第1号を取得する等、輸出を含めた積極的な
米粉の製造・販売を実施。

みたけ食品工業(株)（埼玉県）

新潟県産米粉を使用したホームベーカリー向け「こめの香」を製造・
独自のグルテンフリーの管理手法を実施。

国内の米粉製造業者として初となるGFCO認証を取得し、米国等
の海外に向けて積極的な輸出を展開。

15. 米粉の取組事例 ②

特定原材料を含む27品目不使用「無添加グルテンフリーヌードル」
シリーズに愛知県産米粉を使用。米国のGFCO認証を取得。

発芽玄米を使用したグルテンフリーパスタや米ピューレを使用した
パスタソース、カレー、シチュー等を製造・販売。GFCO認証取得。

多彩な米粉・米粉製品を開発。日本米粉協会の用途別水準「推奨
ロゴマーク」第1号を取得する等、積極的な普及活動を展開。
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岩塚製菓(株)（新潟県長岡市） (株)湖池屋（東京都）

尾西食品(株)（東京都） 小城製粉(株)（鹿児島県）

エースコック(株)（大阪府）

特定原材料7品目不使用製品を販売。「家族みんなで同じごはんが
おいしく食べられる」というイオンコンセプトを基本とした商品。

イオントップバリュ(株)

にいがた発「R10プロジェクト」（小麦粉の10％分を米粉に置き換える
運動）の応援企画として、「うまさぎっしり新潟シリーズ」を製造・販売。

グルテンフリーの米粉スナックを製造し、国内だけでなく海外へも輸
出。

15. 米粉の取組事例 ③

特定原材料等27品目不使用、長期保存（5年）可能な「ライスクッ
キー」シリーズや賞味期限の長い米粉パンを製造・販売。ライスクッ
キーは日本災害食認証やハラール認証を取得。

グルテンフリーのパン・ケーキ用ミックス粉を開発。パンやケーキ等
を製造・販売するほか、欧米に輸出。

日本人の主食である“日本米”に着目し、新たなスナック菓子を開発
し、スーパーやコンビニ等で販売。
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16. 北陸の米粉製品販売店の紹介（新潟県・富山県）

新 潟 県

富 山 県
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16. 北陸の米粉製品販売店の紹介（石川県・福井県）
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<参 考>
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水田の有効活用と食料の安定供給の確保

生産製造連携事業計画

生産者 製造事業者 促進事業者

新用途向けの米穀の生産者、米粉・飼料の製造事業者及

び米粉パン製造業者、畜産農家等の促進事業者は、共同して、
生産製造連携事業に関する計画を作成し、農林水産大臣の
認定を受けることができる。

新品種育成計画

新品種育成事業を行おうとする者

加工適性に優れ、多収性を有する稲の新品種育成を行う者

は、新品種育成事業に関する計画を作成し、農林水産大臣の
認定を受けることができる。

【法律の趣旨】
○ 米穀の新用途（米粉用・飼料用）への利用を促進し、我が国の貴重な食料生産基盤である水田を最大限に活用して食料の

安定供給を確保。

（必須）
○ 米穀の新用途への利用の促進の意義及び基本的な方向

○ 生産製造連携事業及び新品種育成事業の実施に関する
基本的な事項

○ 米穀の新用途への利用の促進に関する重要事項

○ 米穀の新用途への利用の促進に際し配慮すべき重要事項

米穀の新用途への利用促進に関する基本方針

・ピューレー状・ゼリー状などの新たな加工技術の利用を位置づけ
・生産者・製造事業者等の連携
・競合品と競争し得る価格での供給
・生産・流通・加工コストの低減
・消費者ニーズ等を踏まえた商品の開発

・生産者と実需者とのマッチング
・米穀の新用途への利用の促進に関する理解の増進等

・地域の水田の有効活用
・新用途米穀の適正な流通の確保
・新用途米穀等の安全の確保
・米粉を原材料とする加工品等に関する適切な表示
・飼料用米を原材料とする飼料の給与技術の普及

農林水産大臣

１. 米穀の新用途への利用の促進に関する法律（平成21年７月１日施行）
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○ 平成29年５月、米粉の国内普及・輸出拡大に向けて、米粉製造業者や米粉を利用する食品製造業者、外
食事業者、原料米の生産者団体、消費者団体等の関係者から構成される「日本米粉協会」が設立。
○ 同協会では、ノングルテン米粉の表示制度の運営、米粉の用途別基準の普及などを通じて、国内外で米粉製
品の需要拡大を促進。

１ ノングルテン米粉の第三者認証制度の運営

２ 国内における米粉製品の普及・拡大

３ 米粉製造事業者と産地とのマッチング活動

ノングルテン米粉の認証機関の登録・監督、
認証マークの管理等を実施。
平成30年６月に認証を開始。

米粉の用途別基準やノングルテン表示の普及
により、利用者が使いやすい米粉製品を拡大。

４ 米粉製品の海外輸出に向けたＰＲ活動

米粉用米生産者と米粉製造事業者の需給の
ミスマッチを解消するため、米粉用米の主産地に
おいて、マッチングを目的とした情報交換会を開催。

米粉製品の輸出拡大に向けた市場調査や
マッチング活動の実施。

ミラノ日本産コメ加工品輸出商談会

情報交換会の様子

２. 日本米粉協会の設立
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日本米粉協会の取組
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注）　各用途の具体的な例は【参考】を参照。

水分含有率

（％）

１０％以上１５％未満

１０５℃

乾燥法

又は
電気抵抗

式（電気

水分計）

粒　　　度

（μｍ）

粒径７５μｍ以下の比率が５０％以上
レーザー

回析散乱式

澱粉損傷度

（％）

酵素法
（ＡＡＣＣ法
76－31）

アミロース
含有率

（％）

ヨウ素呈色
比色法
又は

近赤外分光
方式

１０％未満

グルテン
添加率
（％）

－

１８～２０％程度

（※グルテンを添加している旨を
明記する必要）

－

【別紙】

　　　主な用途

項　　目

米粉の用途別基準 ・ 用途表記

用途表記

測定法

３番１番 ２番

菓子・料理用 パン用 麺　用

（※一部、菓子・料理用

を含む。）

20％未満 15％以上
25％未満

20％以上

　適応する用途の詳細は
　【参考】のとおり

　適応する用途の
　詳細は【参考】
　のとおり

＜付帯事項＞

注）上新粉など、既存用途向けの米穀粉は対象としない。

ミドルタイプ

３　番２　番

１．１番の米粉は、アミロース含有率の別によって適応する用途が異なるので、米粉
　製造業者は、上表を参考としながら、表示等により、消費者等に対して、用途の詳
　細情報を伝達するものとする。

２．３番の米粉であってアミロース含有率25％以上のものは強弾力の麺への適性が
　高いので、米粉製造業者は、上表を参考としながら、表示等により、消費者等に対
　して、当該情報の積極的な提供に務めるものとする。

アミロース含有率 アミロース含有率

【参考】

１５％以上

２0％未満

柔らかいスポン
ジケーキ（例え
ばシフォンケー
キなど）、
クッキー

スポンジケー
キ、
クッキー、
天ぷら粉、
お好み焼き粉、
唐揚げ粉、
惣菜類（とろみ
付け等）

各米粉の具体的な用途の例及びアミロース含有率に応じた用途詳細

強弾力の麺、
洋酒に浸すなど
の固めのケーキ

麺全般パン全般

ハードタイプ

２５％以上１５％未満

１　番

ソフトタイプ

26

３. 米粉の用途別基準
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日 本 米 粉 協 会

認 証 機 関

製造販売業者

ノン
グル
テン
米粉
製品
認証

ノン
グル
テン
米粉
製品
認証

ノン
グル
テン
米粉
製品
認証

認
証
申
請

認
証
申
請

認
証
申
請

米粉製造販売
業者

認 証 機 関 認 証 機 関

米粉製造販売
業者

米粉製造販売
業者

2018年6月
ノングルテン認証製品
第1号が誕生

○ 日本米粉協会は、平成30年６月、「ノングルテン米粉の第三者認証制度」を運用開始。認証は、
あらかじめ日本米粉協会への申請により認証機関登録を行った民間団体が行い、同協会は、当
該認証制度全体を管理運営する仕組み。

○ 今後、認証の拡大を通じて国内外における米粉製品の販売を拡大。

＜ノングルテン米粉認証マーク＞

◆サンプル検査によりグルテン含有
が1ppm以下であること、製造工場に
おける当該製品の安定した生産・検
査・出荷体制を確認した米粉に付与

４. ノングルテン米粉第三者認証制度
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目　　　　的

表示の対象

表示が可能な
グルテン含有量の範囲

20ppm未満／20ppm以下

ノングルテン米粉表示

＜2017年3月に決定した世界で初めての自主基準＞

欧米のグルテンフリー表示

＜FDA（米国食品医薬品庁）、EC（欧州委員会）等＞

                         セリアック病対策

　【セリアック病】：小麦等に含まれるグルテンに対する免疫反応
　が引き金となって起こる慢性自己免疫疾患。小腸の粘膜が炎
　症を起こし下痢等を発症。遺伝性の疾患で欧米人に多いといわ
　れている。

　世界のグルテンを摂れない子供たちなどの需要に対
　し、世界最高水準のグルテン含有量検査法を活用した
　ノングルテン表示で高い安心感を提供することにより、
　日本産米粉をアピール

日本産の米粉 自国（地域）内で流通する食品

1ppm以下

５. ノングルテン米粉表示と欧米のグルテンフリー表示との比較
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◆ グルテンフリー市場は、麦類に含まれる
グルテンによるアレルギー、セリアック病、
グルテン過敏症、ダイエット等に対する
ニーズにより形成

◆ 米は成分としてグルテンを含んでいな
いため、近年、米粉やその米粉を利用し
た商品の製造に取り組むメーカーも増加

◆ 平成３０年６月から、グルテンフリー表
示よりも高い水準をクリアして、グルテン
含有「１ｐｐｍ以下」の米粉を 「ノングルテ

ン表示」でアピールする「ノングルテン米粉
第三者認証制度」を開始

◆ また、令和３年６月には、更なる輸出拡
大に向けて「ノングルテン米粉の製造
工程管理ＪＡＳ」の認証を開始

世界のグルテンフリー市場規模
米粉によるグルテンフリー市場の

取り込みに向けて

アメリカや欧州を中心に、
世界のグルテンフリー市場は順調に拡大しており、

2024年には約100億USドルに達する見込み

６. 米粉によるグルテンフリー市場の取り込みに向けて

29

（百万USドル）
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